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２０１３年度の成果 

• ２０１３年８月鈴鹿サーキットソーラーカー
レース、ＥＮＪＯＹⅡクラス７位 

• ２０１３年１０月エコデンレース熊本大会
参戦、バッテリー部門１４位 

• 福岡モーターショーエコカー部門優秀賞 

• 日本工学教育協会研究講演会での発表 

• 展示(学外３回、学内２回) 

 



２０１３年度活動 
ソーラーカー 
• ４月  新部員勧誘 
• ５月  新車両完成 
• ６月  合同試走会 
• ８月  鈴鹿レース参戦 
• ９月  レースの振り返り 

• １０月～２月 新型車両の
構想  

• ２月～４月 設計 
• ３月  一次試走 
• ５月  試作車製作 
• ６月  二次試走 
• ８月  鈴鹿レース参戦   

エコデン 
 
 
• ６月  新チーム発足 
• ８月  設計 
• ９月  製作 
• １０月 レース参戦 
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旧チームにおける目標、取り組み 

(目標) 

完走できる車両づくり 

 

(取り組み) 

・一昨年のレースで破損したパーツの修復 

・軽量化や空気抵抗軽減などの性能改善 

・ブラックボックスと化していた電気回路の明確化 



レース結果 
見事！完走！ 

過去最高順位！ 

７位(１７チーム中) 
 

４時間で３０周 

(１７４ｋｍ)走破！ 



旧チーム活動の振り返り 

• 旧チームの振り返りを行い、４７の課題をリストアップ 

• 新チームの活動に改善案を反映 
 

 
主な改善点 
1. 目標性能の明確化 
2. 性能計画の実施 
3. マネジメント(スケジュール、計画図、議事録の作成) 



新チームの目標 

旧チームの結果 

30周 

新チームの目標 

40周 

40周を達成する条件は 
• 平均速度60km/h以上 
• 消費電力0.6Ah/周以下 

• エネルギ容量増加 
• 走行パターン検討 
• 走行抵抗の低減 
• 居住性、重心位置の改善 

新チームの方策 



走行抵抗の低減１（空気抵抗） 
CD値 ： 0.23 ⇒ 0.13（計算値） 
（カウル形状変更、キャノピー形状変更、タイヤカバー小型化） 

エネルギ容量増加 走行パターン検討 
バッテリの容量増加、最適な走行パターンの検討を行う 

1.4倍！ 



走行抵抗の低減２（転がり抵抗、引きずり抵抗） 
• 性能評価に必要なデータの測定（転がり抵抗,イナーシャ, etc.） 
• 操舵機構の改良による旋回性能向上、ブレーキの引きずり解消 
 
 
 
 
 

 

居住性・重心位置の改善 
• 座り心地を改善したシートの設計製作 
• 重心位置を考慮し、バッテリー位置を計画 



エコデン 
車両諸元 

• 全長：２７１０ｍｍ・全幅：６３０ｍｍ・全高：７１０ｍｍ 

• 車重：２９．６ｋｇ 

• モーター定格出力：４８W 



製作風景 

 



エコデンレース結果 

1周382mの特設コース 

 

• 車両名：KE-003 

• 順位：14/22位 

• Laps：33 

• BestLap：1:02:415 

• TotalTime:43:33:955 

 

 





 


